
 

新しい年を迎えて・・・ 

校長 荒井 令子 

あけましておめでとうございます。 

元旦は穏やかに、まさに「旦」の字の由来のごとく地平線にお日様があがり、東京スカイツリー

に朝日が輝きました。保護者の皆様・地域の皆様にとって、幸多き一年になりますよう心から御祈

念申し上げます。 

 本校は、今年開校 100周年を迎える節目の年となりました。小梅小学校は、大正９年、東京市小

梅尋常小学校として開校しました。現在の４倍の児童数の１３５０名の児童が在籍していました。

当時の様子の写真を見ると、隅田川の土手には樹木が植えられ、川にはたくさんの舟が浮かび、の

んびりとした時代がうかがわれます。 

 この 100年という年月の間には、幾多の困難を乗り越え、風雪に耐えた時代がありました。関東

大震災による校舎の焼失、太平洋戦争による被害と混乱など、学び舎も、木造から鉄筋校舎へ、さ

らに耐震耐火の現在の校舎へと姿を変えました。 

 そのような中でも、地元の人たちは自分が住んでいる小梅・向島地域の復興に力を注ぎ、学校を

守ってきました。そして、時代を担う子供たちを大切に見守り育ててくださいました。現在でも学

校の周りにはたくさんの「小梅小学校卒業生」がおり、現在の小梅小学校を支えると共に、応援を

してくださっています。残念ながら、昭和 39年の住居表示により「小梅」という地名はなくなりま

したが、昭和 22年からの「墨田区立小梅小学校」という名前はこれからもずっと地域の方々の財産

として、私たちの「心のよりどころ」として永遠に受け継がれていくと思います。そして、先人が

築いてくださった教育実践に学び、地域の皆様の御支援をいただき、よりよい学校づくりに励みた

いと思います。 

 さて、開校 100周年記念式典は令和 2年 5月 23日（土）に挙行します。そのため、昨年より、開

校100周年記念事業協賛会、100周年記念事業実行委員会を開催して、準備は着々と進んでおります。

今回は、子供たちに関係する主な取組の進捗状況をお知らせいたします。 

 〇スローガン「輝く 100年と共に みんなの笑顔 つなげていこう」決定 

〇マスコットキャラクターづくり 

（図工の時間に全児童が思い思いのキャラクターを描きました。今後その中から選出します。） 

 〇「小梅サンバ」から「小梅音頭」にリニューアル 

 （３・４・５年生が考える小梅小の良さを表した言葉を小梅音頭の歌詞に引用） 

〇10年後に届く「自分レター」の作成（1・２・３月中に書きます。） 

〇児童への記念品「特製シューズケース」製作のためのアンケート依頼・回収 

 

今年も教職員一同、子供たちのために本校の伝統を引継ぎながら誠心誠意、努めてまいります。

どうぞ今まで同様、御支援と御協力をよろしくお願いいたします。 
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１月の生活目標   

 気持ちのよい挨拶をしよう 

生活指導部  菅野 拓郎  
 新年を迎え、子供たちは初詣・おせち料理など、様々な日本の伝統文化に触れることができた

のではないでしょうか。また、挨拶も大切な日本の文化です。学校や地域など、多くの人と接し

ていく中で、自分からすすんで元気に挨拶できる子供を増やしていきたいです。お声掛け、どう

ぞよろしくお願いします。 

 

学芸会                       学芸会担当 市川 恵理子 

 １１月３０日（土）、１２月３日（水）に学芸会が行われました。朝早くから、たくさんの地域・

保護者の方々にいらしていただけたこと、子供たちに温かい声援や拍手を送っていただけたこと

に深く感謝いたします。 

 三年に一度の学芸会。今年は、『みんなが主人公 自分らしく表現しよう』をテーマに取り組み

ました。練習が始まると、歌やダンスの練習をしていたり、台本を片手にセリフの練習をしてい

たり・・・まさに学芸会一色。きっと御家庭でも練習する姿が見られたのではないでしょうか。

大勢の観客を前に演じることはなかなか難しいものです。恥ずかしさを捨てて、役になりきると

思っていても上手く演技ができず悩んだこともあったと思います。それでも、観ている人を楽し

ませようと一生懸命練習に取り組む姿には、何度も心を打たれました。 

 本番では、緊張の中、練習の成果を発揮し、一人一人が輝いて見えました。子供たちが役にな

りきれたのは、学芸会に向けて衣装や小道具作りに御協力いただいた保護者の方々の御協力があ

ってこそと感謝しています。本当にありがとうございました。 

 子供たち一人一人が今回の学芸会を通して、演じる楽しさや 

みんなで心を一つに協力する大切さを感じてくれていたら、嬉 

しいです。                   

 

  

マラソン校内記録会 

体育主任 川村 隼 

 残念なことにインフルエンザの流行があり、隅田川ランニングコースでのマラソン大会は中止

になってしまいました。保護者の皆様にはこの度の御理解、感謝いたします。ありがとうござい

ました。子供たちは気落ちすることなく一生懸命練習に取り組んでいました。 

 ９日（月）～１３日（金）は全学年２０分休みをマラソンタイムとし、５分間走をしました。

一定のペースで５分間走ることが目的の練習ですが、なかには速いペースで５分間走り続けるこ

とができる子がいて、感心しました。きっと御家庭でも練習してくださっているのだろうと感じ

ました。 

校内記録会は、校庭のトラックを低学年が１０周、中学年が１５周、高学年が２０周します。

隅田川ランニングコースと違って、ずっと同じトラックを走らないといけません。景色が変わら

ないことは精神的につらいと思います。そんな中でも子供たちは競い合い、励まし合いながら取

り組みました。よい記録が出て、満面の笑みが見られた児童が多くいました。まだできていない

学年は今月中に実施します。 

 


